
 

 

 
 
 

大
阪
府
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
条
の
四
十
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
本
人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
併
せ
て
法
の
施

行
に
関
し
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
の
用
語
の
意
義
は
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
本
人
確
認
情
報
の
利
用
に
係
る
事
務
） 

第
三
条 

法
第
三
十
条
の
十
五
第
一
項
第
二
号
の
条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
事

務
と
す
る
。 

（
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
） 

第
四
条 

知
事
が
行
う
法
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確

認
情
報
の
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
提
供
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
電
気
通
信
回
線
を

通
じ
て
知
事
以
外
の
執
行
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確

認
情
報
を
送
信
す
る
方
法 

二 

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
か
ら
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
を
記
録
し

た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
（
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
物
を
含
む
。）
を
知
事
以
外
の
執
行
機
関
に
送
付
す
る
方
法 

（
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
知
事
以
外
の
執
行
機
関
及
び
事
務
） 

第
五
条 

法
第
三
十
条
の
十
五
第
二
項
第
二
号
の
条
例
で
定
め
る
知
事
以
外
の
府
の
執
行
機
関
（
以

下
「
知
事
以
外
の
執
行
機
関
」
と
い
う
。）
は
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
同
項
の

条
例
で
定
め
る
事
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。 

（
審
議
会
の
組
織
及
び
運
営
） 

第
六
条 

法
第
三
十
条
の
四
十
第
一
項
に
規
定
す
る
法
第
三
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
に
係
る
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
は
、
大
阪
府
個
人
情
報
保
護
審
議
会
と
し
、

そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
例
に
よ
る
。 

（
規
則
へ
の
委
任
） 

第
七
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

   
 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
条
例
の
廃
止
） 

２ 

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。 

一 

大
阪
府
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条

例
第
三
号
） 

二 

大
阪
府
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
指
定
情
報
処
理
機
関
が
行
う
本
人
確
認
情
報
の
提
供



 

 

に
係
る
手
数
料
の
額
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
） 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

 
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

 
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
支
給
し
た
重
度
障
害
者
介
護
手
当
に
係
る
改
正
前
の
大
阪
府

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
別
表
第
一
の
十
の
項
に
規
定
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
改
正
後

の
大
阪
府
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
別
表
第
一
の
十
の
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。 

附 

則 

 
 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 



 

 

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
） 

 
 

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一 

大
阪
府
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
大
阪
府
条
例
第
三
号
）
に

基
づ
く
年
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

身
体
障
害
者
の
う
ち
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
生
業
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に

係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

介
護
福
祉
士
又
は
社
会
福
祉
士
を
養
成
す
る
施
設
等
に
在
学
す
る
者
に
対
す
る

修
学
上
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の 

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
養
成
す
る
施
設
等
に
在
学
す
る
者
に
対
す
る

修
学
上
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の 

低
所
得
者
の
子
等
に
対
す
る
技
能
の
習
得
の
た
め
の
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に

係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

公
立
大
学
法
人
大
阪
の
設
置
す
る
大
学
の
学
部
及
び
大
学
院(

修
士
課
程
、
博
士

課
程
の
う
ち
修
士
課
程
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
課
程
及
び
専
門
職
大
学
院
の
課

程
に
限
る
。)

並
び
に
高
等
専
門
学
校
の
学
科(
第
四
学
年
及
び
第
五
学
年
に
限

る
。)

及
び
専
攻
科
に
お
け
る
授
業
料
及
び
入
学
金
の
減
免
に
要
す
る
費
用
の
支

弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
も
の
（
私
立
の

も
の
及
び
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
の
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い

う
。
）
へ
の
就
学
に
要
す
る
経
費
の
支
弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め

る
も
の 

府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
（
昭
和
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
号
）
に
基
づ
く
退
隠
料
等

の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
大
阪
府
条
例
第
三
十

九
号
）
に
基
づ
く
公
務
上
の
災
害
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に
対
す
る
補
償
又

は
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

 



 

 

 
 

二
十 

十
九 

十
八 

十
七 

十
六 

十
五 

十
四 

十
三 

十
二 

十
一 

大
阪
の
伝
統
工
芸
品
の
製
造
に
従
事
す
る
者
の
う
ち
高
度
な
伝
統
的
技
術
を
保

持
し
、
産
地
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む
者
に
対
す
る
認
定
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
八
号
）
及
び
健
康
増
進
法
（
平
成

十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
に
基
づ
く
が
ん
患
者
の
状
況
の
把
握
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

先
天
性
血
液
凝
固
因
子
障
害
等
に
係
る
医
療
費
の
援
助
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ

て
規
則
で
定
め
る
も
の 

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
を
養
成
す
る
施
設
に
在
学
す
る
者
に

対
す
る
修
学
上
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

死
体
解
剖
保
存
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
る
認
定
の
申
請
の
受
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る

も
の 

大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程
に
在
学
す
る
者
及
び
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
修
を
受
け
て
い
る

医
師
に
対
す
る
修
学
上
又
は
研
修
の
た
め
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債

権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

大
阪
府
立
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(

平
成
二
十
五
年

大
阪
府
条
例
第
四
十
一
号)

に
よ
る
改
正
前
の
大
阪
府
立
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
条

例(

昭
和
五
十
四
年
大
阪
府
条
例
第
十
九
号)

に
基
づ
く
診
療
料
等
並
び
に
同
条

例
及
び
大
阪
府
立
中
河
内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
条
例
に
基
づ
く
手
数
料
に
係
る

債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号)

に

基
づ
く
母
子
福
祉
資
金
及
び
父
子
福
祉
資
金
並
び
に
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け

に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
の
過
誤
払
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
過
誤
払
に
係
る
債

権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

重
度
の
障
害
を
有
す
る
者
の
生
活
の
支
援
に
係
る
給
付
金
の
支
給
の
過
誤
払
が
行

わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
過
誤
払
に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ

っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

 



 

 

 
 

二
十
四 

二
十
三 

二
十
二 

二
十
一 

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
六
条
第
一

項
第
九
号
の
規
定
に
よ
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
の
取
消
し(

同
法
第
六
十

五
条
第
二
項
第
二
号(

同
法
第
六
十
四
条
の
十
五
前
段
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

に
限
る
。)

に
係
る
も
の
に
限
る
。)

又
は
同
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
の
取
消
し
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

建
設
業
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号)

第
二
十
八
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く

は
第
四
項
の
指
示
、
同
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止

の
命
令
、
同
法
第
二
十
九
条
各
項
若
し
く
は
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し
又
は
同
法
第
二
十
九
条
の
四
各
項
の
規
定
に

よ
る
営
業
の
禁
止
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法(

平
成
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七

号)

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
ロ
又
は
ハ
の
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収

に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
活
性
化
等
の
た
め
の
中
小
企
業
関
係
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
三

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
回
収
に
関
す
る
事
務

で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

 



 

 

別
表
第
二
（
第
五
条
関
係
） 

 

 

 

公
安
委
員
会 

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）

第
五
十
一
条
の
四
第
四
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
放

置
違
反
金
の
納
付
命
令
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
、
同
条
第
十
三
項
前
段
の
規
定
に
よ
る

督
促
又
は
同
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
放
置
違

反
金
等
の
徴
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で

定
め
る
も
の 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
風
俗
営
業
の
許
可
の
取
消

し
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

非
常
勤
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
公
務
上
の
災
害
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
災
害
に

対
す
る
補
償
又
は
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事

務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
害
給
付

に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
大
阪
府
条
例
第

三
十
三
号
）
に
基
づ
く
府
の
警
察
官
の
職
務
に
協

力
援
助
し
た
者
の
災
害
に
対
す
る
給
付
に
関
す
る

事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
に
基
づ
く
退
隠
料
等
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

 

教
育
委
員
会 

提
供
を
受
け
る
知
事
以
外
の
執
行
機
関 

大
阪
府
立
高
等
学
校
の
入
学
料
、
授
業
料
及
び
空

気
調
節
整
備
の
使
用
に
係
る
料
金
に
係
る
債
権
の

回
収
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の 高
等
学
校
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
第
二
条
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）

に
掲
げ
る
も
の
（
国
立
及
び
公
立
（
公
立
大
学
法

人
大
阪
府
立
大
学
の
設
置
す
る
も
の
を
除
く
。）
の

も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。）
へ
の
就
学
に
要
す
る

経
費
の
支
弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の 

府
費
負
担
教
職
員
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
条

例
（
昭
和
二
十
六
年
大
阪
府
条
例
第
五
十
一
号
）

に
基
づ
く
府
費
負
担
教
職
員
の
退
職
年
金
及
び
退

職
一
時
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則

で
定
め
る
も
の 

府
吏
員
退
隠
料
等
条
例
に
基
づ
く
退
隠
料
等
の
支

給
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の 

特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
の

支
弁
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も

の 

事 
 
 
 

務 

 


